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4．人口集中地区の推移

人口密度が低下した地区についても、行政
サービスは継続的に提供

人口集中地区

人口が一定程度密集するなど都市的特質を有している地区

国勢調査における統計データから、人口密度が1平方キロメー
トルあたり4,000人以上の基本単位区が互いに隣接して人口が
5,000人以上となる地区を指す。

人口集中地区に基づいた集計は、人口等の都市集中の実態を
把握する場合や、市街地の形成の度合を示す基準として利用す
る場合などに行われており、都市計画、地域開発計画、交通計
画、防犯・防災対策などで幅広く利用されている。 出典：総務省統計局 地図で見る統計（jSTAT MAP）
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